
賑わう最後の運動会
　10月８日、創立 135 周年汐見小学校閉校記念秋季大運
動会を開催。50歳組をはじめ同校卒業生や校区の人たち約
300 人が集まり、同校最後の運動会を楽しみました。

（関連記事＝Ｐ 2，3）



　

10
月
８
日
、
汐
見
小
学
校
（
肥
後

広
行
校
長
、
全
校
児
童
10
人
）
で
創

立
１
３
５
周
年
閉
校
記
念
秋
季
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
来
年
３
月
に
閉
校
し
、

４
月
か
ら
は
城
川
内
小
学
校
と
統
合

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
こ
の

日
が
最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
開
会

式
で
、
紅
白
の
応
援
団
長
を
務
め
る

福
山
恵
利
さ
ん
（
６
年
）
と
小
屋
海

琴
さ
ん
（
５
年
）
の
２
人
が
「
私
た

ち
は
『
運
動
会
、
走
っ
て
踊
っ
て
輝

い
て
、
汐
見
小
学
校
あ
り
が
と
う
』

を
合
言
葉
に
、
心
を
一
つ
に
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
今
日
の
運
動
会

を
通
し
て
お
互
い
の
良
さ
や
頑
張
り

を
認
め
合
え
る
よ
う
精
一
杯
競
技
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く

宣
誓
し
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

こ
の
最
後
の
運
動
会
に
は
、
保
護

者
の
ほ
か
、
汐
見
、
広
野
、
潟
、
馬

込
集
落
の
地
域
の
人
た
ち
や
、
50
歳

組
や
60
歳
組
の
人
た
ち
を
含
む
同
校

卒
業
生
や
旧
教
職
員
な
ど
、
多
く
の

人
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
親
子
リ
レ
ー
や
地

区
対
抗
綱
引
き
、
ビ
ン
釣
り
ゲ
ー
ム

な
ど
に
参
加
し
、
一
升
瓶
に
湯
呑
で

水
を
入
れ
満
杯
に
す
る
リ
レ
ー
ゲ
ー

ム
「
島
美
人
製
造
」
な
ど
に
参
加

し
、
児
童
ら
と
一
緒
に
汗
を
流
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
後
の
運
動
会

を
胸
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

地域と共に 135年の汐見小
創立 135 周年汐見小学校閉校記念秋季大運動会

　

同
校
の
40
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ

「
汐
見
樽
太
鼓
」
の
演
奏
で
は
、
全

児
童
が
元
気
よ
く
披
露
。
演
奏
を
終

え
た
児
童
ら
に
観
客
か
ら
は
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

汐
見
小
学
校
を
卒
業
し
50
歳
組
と

し
て
参
加
す
る
た
め
、
鹿
児
島
市
か

ら
駆
け
付
け
た
濵
田
和
哉
さ
ん
は

「
１
３
５
年
と
い
う
節
目
で
閉
校
記

念
と
な
っ
た
今
回
の
運
動
会
に
50
歳

組
と
し
て
立
ち
会
う
こ
と
が
出
来
て

よ
か
っ
た
。最
後
ま
で
楽
し
み
た
い
」

と
感
慨
深
げ
で
し
た
。

　

同
校
唯
一
の
６
年
生
で
、
最
後
の

白
組
応
援
団
長
を
務
め
た
福
山
恵
利

さ
ん
は
「
最
後
の
運
動
会
で
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
る
け
ど
、
最
後
ま
で
頑

張
り
た
い
。
今
日
は
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昼
食
前
に
は
、
閉
校
を
記
念
し
て

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
が
あ
り
、

最
後
の
運
動
会
を
見
よ
う
と
訪
れ
た

人
た
ち
全
員
で
、
創
立
１
３
５
周
年

を
記
念
し
て
「
１
３
５
」
の
人
文
字

を
か
た
ど
り
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
ま

し
た
。

　

約
３
０
０
人
が
集
ま
っ
た
運
動
会

は
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
校
庭
は
終
日

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
最
後
は
全

校
児
童
が
母
校
に
エ
ー
ル
を
送
り
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

50 歳組や地域の人たちと競う児童たち

応援合戦にのぞむ児童たち

地域の意地をかけて臨む綱引き

50 歳組も参加「あせらずいそいで」

ありがとう汐見魂いつまでも

応援合戦で汐見小への想いを伝える

伝統の「汐見樽太鼓」を披露

未来へ向かってエールを送る児童たち

みんなで参加「島美人製造」

地域別対抗で盛り上がるの玉入れ

優勝旗を受け取る福山さん

参加者全員で記念撮影
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第
３
回
議
会
定
例
会

　

９
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
、
平
成

29
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
長
島
町
課

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

や
、
長
島
町
空
家
等
対
策
協
議
会
条

例
、
平
成
29
年
度
長
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
長
島
港（
口
之
福
浦
地
区
）

工
事
請
負
契
約
な
ど
計
25
議
案
が
可

決
さ
れ
、
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
の
報
告
１
件
が
承

認
。
平
成
28
年
度
長
島
町
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
人
権
擁
護
委
員
に
桑
原

和
誉
氏
を
適
任
者
と
し
て
答
申
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
、
長
島
町
議
会
運

営
委
員
会
か
ら
の
委
員
会
発
議
に
よ

る
発
意
案
が
1
件
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
１
億
４
５
７
０
万
９
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
０
６
億
１
７
９
４
万
２
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
課
の
再
編
に
伴
う

庁
舎
の
改
修
な
ど
に
係
る
経
費

１
６
６
１
万
８
千
円
や
、
新
た

に
掘
削
し
た
温
泉
の
施
設
整
備

費
９
８
２
８
万
円
、
５
・
６
月
の

豪
雨
被
害
に
よ
る
災
害
復
旧
費

１
７
６
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も

の
を
下
に
紹
介
し
ま
す
。

長
島
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
が
可
決

　

平
成
33
年
４
月
か
ら
、
現
在
の
指

江
庁
舎
は
住
民
生
活
に
直
接
関
わ
り

の
あ
る
窓
口
業
務
な
ど
を
主
に
行
う

支
所
と
な
る
こ
と
が
、
６
月
に
開
催

さ
れ
た
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
多
様
化
す
る
業

務
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
総
務
課
、

保
健
衛
生
課
、
町
民
福
祉
課
、
長
生

園
の
組
織
機
構
を
再
編
し
、
町
民
福

祉
課
と
長
生
園
を
町
民
保
健
課
と
福

祉
事
務
所
に
、
保
健
衛
生
課
を
介
護

環
境
課
に
改
編
し
、
地
方
創
生
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
ふ
る
さ
と
納
税

課
の
再
編
に
伴
う
庁
舎
改
修
費
な
ど

１
億
４
５
７
０
万
９
千
円
を
追
加

追加された予算の主な事業 景観推進課
行人岳駐車場及びトイレ整備設計委託 4,193
指江地区景観整備事業 29,358
汐見公営住宅雨漏り修繕工事 6,800

水道課
浦底杉ノ段線の送・配水管布設工事 3,000
鷹巣農集処理施設ブロワ等修繕 2,113
幣串漁集処理施設ポンプ等修繕 1,292

農林課
イノシシ侵入防止柵整備（山寺・赤崎） 6,327
第 12 回全国和牛能力共進会推進事業補助金 400
林道獅子島線維持補修工事（片側・湯ノ口） 1,717

耕地課
５・６月豪雨被害の災害復旧費 9,600

建設課
県営事業負担金（県道葛輪瀬戸線：本浦工区） 3,500
県営事業負担金（県道長島宮之浦港線：平尾工区） 4,000
県営事業負担金（指江港） 4,482
県営事業負担金（宮之浦港） 720
５・６月豪雨被害の災害復旧費 8,000

企画財政課
獅子島アイランドセンター和室空調改修 522
獅子島地区戦略産品海上輸送費補助金 2,620

町民福祉課
障害者計画策定委託 427
障害児通所給付 24,060

診療所
鷹巣診療所整備に係る基本方針等策定委託 952

水産商工課
県単漁場整備事業（火ノ浦地区藻場造成） 526
港整備交付金事業（伊唐北漁港浮桟橋・道路改良） 19,400
指江地区第２泉源設備工事 98,280

総務課
機構改革に伴う庁舎改修 16,618
地域おこし協力隊事業 13,632

単位：千円　

農
水
産
物
を
原
料
と
し
た
商
品
開
発
を
期
待

株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
と
事
業
包
括
連
携
協
定

　

９
月
６
日
、
役
場
庁
議
室
で
、
長

島
町
と
株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
イ
チ

シ
ー
（
東
京
都
・
高
橋
芳
枝
代
表
取

締
役
社
長
）
と
の
事
業
包
括
連
携
協

定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
プ
リ
メ

ン
ト
製
品
を
取
り
扱
い
、
全
国
に
会

員
１
３
７
２
万
人
を
有
す
る
企
業
で

す
。

　

今
回
の
連
携
協
定
は
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
地

域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
締

結
し
た
も
の
で
す
。

　

締
結
に
よ
り
今
後
、
長
島
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

同
社
の
有
す
る
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、

東
町
漁
業
協
同
組
合
と
業
務
提
携
も

行
い
、
ブ
リ
加
工
品
の
過
程
か
ら
排

出
さ
れ
る
骨
類
な
ど
を
活
用
し
た
研

究
開
発
、
地
元
個
人
農
家
の
協
力
を

得
て
明ア

シ
タ
バ

日
葉
を
活
用
し
た
研
究
開
発

な
ど
地
元
の
農
水
産
物
を
原
料
と
し

た
商
品
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

調
印
後
、
川
添
町
長
は
「
本
町
は

農
水
産
物
の
資
源
が
豊
富
で
は
あ
る

が
、
そ
の
資
源
を
十
分
に
活
用
で
き

て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。
デ
ィ
ー
エ

イ
チ
シ
ー
の
持
っ
て
い
る
情
報
力
・

発
信
力
・
研
究
力
を
借
り
、
本
町
の

地
域
活
性
化
に
期
待
し
た
い
」
と
歓

迎
。
同
社
の
蒲か
も
は
ら原
聖せ

い
か可
研
究
顧
問
は

「
弊
社
の
化
粧
品
・
健
康
食
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
研
究
力
・
技
術
力
を

生
か
し
て
長
島
町
の
豊
富
な
資
源
の

利
活
用
に
向
け
て
研
究
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
協
定
に
基
づ
き
健
康
寿

命
の
延
伸
に
係
る
産
業
の
創
生
へ
の

協
力
を
す
る
こ
と
で
、
長
島
町
の
さ

ら
な
る
地
域
活
性
化
へ
貢
献
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

↑
蒲
原
研
究
顧
問
と
握
手
を
交
わ
す
川
添
町
長

小・中学校
統合・再編

　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
・

再
編
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
地
域

の
か
た
が
た
へ
の
説
明
会
の
開
催
や

子
を
持
つ
親
の
か
た
が
た
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
、
こ

れ
ま
で
長
い
期
間
を
か
け
て
協
議
・

検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
７
月
開

催
の
総
合
教
育
会
議
で
今
後
の
統

合
・
再
編
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

■
小
学
校
の
統
合
・
再
編

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

複
式
学
級
の
解
消
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
統

合
・
再
編
が
進
み
ま
し
た
。

・
平
成
25
年
４
月　

獅
子
島
小
中
学

校
開
校
（
獅
子
島
小
学
校
・
幣
串
小

学
校
が
閉
校
）

・
平
成
27
年
４
月　

本
浦
小
学
校
が

鷹
巣
小
学
校
に
統
合
（
本
浦
小
学
校

が
閉
校
）

・
平
成
29
年
４
月　

田
尻
小
学
校
が

川
床
小
学
校
に
統
合
（
田
尻
小
学
校

が
閉
校
）

・
平
成
30
年
４
月　

汐
見
小
学
校
が

城
川
内
小
学
校
に
統
合
（
汐
見
小
学

校
が
閉
校
）
予
定

　

こ
の
よ
う
に
、
11
校
あ
っ
た
小
学

校
が
平
成
30
年
４
月
に
は
７
校
に
統

合
・
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

■
中
学
校
の
統
合
・
再
編

　

長
島
高
校
跡
地
に
１
校
に
集
約
す

る
案
が
否
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
者

協
議
な
ど
を
経
て
２
校
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
で
の
説
明
会
を
開
催
す
る
中

で
、
子
を
持
つ
親
の
意
見
を
集
約
す

る
こ
と
に
な
り
、
川
床
中
学
校
区
と

平
尾
中
学
校
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
川
床
中
学
校
と
鷹
巣
中
学
校
の
統

合
・
再
編
に
つ
い
て

（
１
）
川
床
中
学
校
区
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果

　

１
回
目
（
賛
成
29
・
０
㌫
、
反
対

35
・
５
㌫
、
分
か
ら
な
い
・
決
定
に

従
う
35
・
５
㌫
）

　

２
回
目
（
賛
成
35
・
65
㌫　

反
対

63
・
48
㌫
、
無
回
答
０
・
87
㌫
）

（
２
）
保
護
者
に
よ
る
検
討
結
果

　

町
が
推
進
す
る
鷹
巣
中
学
校
と
の

２
校
案
に
は
反
対
。
４
校
を
１
校
に

統
合
し
、
新
設
を
希
望
す
る
。

No.9

・
平
尾
中
学
校
と
長
島
中
学
校
の
統

合
・
再
編
に
つ
い
て

（
１
）
平
尾
中
学
校
区
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果

　

賛
成
47
㌫
、
反
対
53
㌫

（
２
）
保
護
者
に
よ
る
検
討
結
果

　

長
島
中
学
校
の
み
と
２
校
統
合
の

２
校
案
に
は
反
対
。
統
合
を
進
め
る

の
は
賛
成
。
１
校
統
合
案
で
進
め
て

ほ
し
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
そ
の
後
の
検

討
の
結
果
、
川
床
中
学
校
区
お
よ
び

平
尾
中
学
校
区
と
も
に
、
２
校
案
に

は
反
対
と
な
り
ま
し
た
。　

■
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

　

小
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
４
月
に
は
７
校
に
統

合
・
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一

定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
複
式
学
級
の
解

消
に
向
け
て
、
機
会
を
と
ら
え
て
保

護
者
や
地
域
へ
の
説
明
な
ど
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て

は
、
明
確
な
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
ず
現
状
維
持
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
生
徒
数

の
減
少
や
こ
れ
ま
で
の
経
過
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
や
は
り
１
校
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

４
校
の
中
学
校
を
１
校
に
統
合
・

再
編
す
る
場
合
、
場
所
や
時
期
な
ど

の
大
変
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
方
策

を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

に
特
化
し
た
地
方
創
生
課
を
新
設
す

る
長
島
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
長
島
町
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
町

議
会
運
営
委
員
会
よ
り
発
議
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
課
ご
と
の
専
門
性

を
高
め
、
常
に
変
化
・
高
度
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
組
織
の

構
築
が
図
ら
れ
ま
す
。

↑
契
約
が
可
決
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
長
島
港（
口
之
福
浦
地
区
）
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長島の "さかな ” といえば…

「鰤王」
　かごしまのさかなブランドに認定されて
いる東町漁業協同組合の「鰤王」。
　その歴史は古く、昭和 41 年のハマチ養
殖から始まりました。昭和 57 年には養殖
ブリのアメリカ輸出を始め、平成 10 年
には養殖魚の加工において世界で初めて
H
ハ サ ッ プ

ACCP という食品の国際的な品質・安全
管理手法の認証を受けることができまし
た。これにより、平成 15 年からは EU 圏
へ生鮮ブリの輸出を始めるなど、海外への
輸出量を増やしてきました。
　平成 21・22 年に連続して発生した赤潮
により甚大な被害を受けましたが、組合員
と同組合が一丸となって再興を図り、平成
28 年度には経済事業取扱高 325 億円を超
える実績を残すまでとなりました。
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「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」
を
開
催

　

鹿
児
島
県
議
会
で
は
、
県
内
各
地

域
に
お
い
て
、
地
域
の
か
た
が
た
と

県
議
会
議
員
が
意
見
交
換
を
行
う

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所

　

出
水
市
中
央
公
民
館

　
（
出
水
市
文
化
町
23
番
地
）

○
テ
ー
マ

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
あ
な
た
の
考
え
る
北
薩
地
域
」

　

※
全
体
会
の
後
、
３
つ
の
分
散
会

に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

○
参
加
議
員

　

正
・
副
議
長
、
地
元
選
出
議
員
、

そ
の
他
県
議
会
議
員

※
事
前
申
込
不
要
、
入
場
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
議
会
事
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
０
１
３

専門家による巡回相談を実施
　町では、身体やこころなどを含めた生活全般の相
談に対応する相談支援事業を、一般相談支援事業所

「あいわの里」に委託して行っています。
　身体のこと、こころのこと、福祉サービスの利用
など生活全般の相談に、社会福祉士や臨床心理士を
始めとした専門の相談員が対応します。予約は不要
です。どなたでもお気軽にご利用ください。

◎問い合わせ先
　あいわの里　相談部　☎（75）2401
　役場町民福祉課社会福祉係　☎（86）1157［直通］

※上記の時間で、相談員が常駐しています。
※ 11 月以降も順次、地域で開催予定です。
※自宅への訪問依頼や上記時間外での相談も随
時受け付けています。お問い合わせください。

○日時・場所
期　日 時　間 場　所

10 月 24 日（火）
10 時～ 12 時 保健福祉センター

13 時～ 15 時 役場指江庁舎

11 月 14 日（火）
  9 時～ 12 時 獅子島アイランドセンター

13 時～ 15 時 獅子島島内巡回（※要予約）

11 月 28 日（火） 10 時～ 12 時 川床コミュニティーセンター

最低賃金、しっかりチェック !!
鹿児島県最低賃金が時間額 737 円に

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円）

効 力 発 生 日

737 平成 29 年 10 月１日

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

　鹿児島県最低賃金が平成 29 年 10 月１日から
時間額 737 円に改正されました。
　これは県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の
産業に該当する場合は、各産業別最低賃金が適用
されます。

　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどす
べての労働者に適用され、使用者は労働者に対し
て最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりま
せん。

※廃残農薬類の回収処理料金は、すべて現金扱いになります。
※農薬容器類は、洗浄せずラベルを付けたまま回収できます。
※回収場所へ運搬する際は、事故の無いよう廃液など廃残農薬の取扱に注意してください。
※回収料金は、当日現金徴収とします。（回収処理料金の目安 200 円～ 22,000 円／ kg）
　詳しくは問い合わせください。

農業用廃プラスチック類回収に協力を

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
　ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
　とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
　その他異物を取り除く。

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
　回収しません。（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み容器（紙袋およびポリ）
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルをはがしてください。
※ラベルをはがしていないポリ容器は、回収しません。
※農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　10 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

15 円 /kg

　使用済みの農業用プラスチック類などは産
業廃棄物です。これらの処理については「使
用した農家自らの責任で正しく処理しなけれ
ばならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとお
り実施します。回収方法にしたがって、最寄
りの回収場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・
肥料袋（ビニール製のもの）・農薬使用済み
容器（紙袋およびポリ）

回収日 時間 回収場所

12 月 13 日
（水）

8:00 ～
10:00

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港）

12 月 14 日
（木）

8:00 ～
10:00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

小浜港野積場

回収日 時間 回収場所

11 月 15 日
（水）

9:00 ～
10:00

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

10:30 ～
11:30

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

　出水地域農業用廃プラスチック類適正処理
推進協議会では、廃残農薬類回収を右図のと
おり実施します。
◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

農業用廃残農薬類を回収

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］
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わが町の地方創生

鹿
児
島
県
の
団
体
賞
受
賞
に
貢
献

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
本
町
の
肥
育
牛
２
頭
が
出
品

　

日
本
一
優
秀
な
和
牛
を
決
め
る
第
11
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
全
共
）
が
９
月

７
日
か
ら
11
日
ま
で
宮
城
県
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
共
は
、
５
年
に
一
度
、
各
都
道
府
県

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
品
評
会

で
、
全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
一
堂
に
集
め

て
そ
の
優
秀
性
を
競
い
ま
す
。
今
大
会
に

は
、
39
道
府
県
か
ら
過
去
最
高
の
５
２
７

頭
が
出
品
さ
れ
、
大
会
来
場
者
数
は
５
日

間
で
41
万
７
千
人
（
速
報
値
）
に
上
り
ま

し
た
。

　

今
大
会
に
長
島
町
か
ら
は
第
７
区
総
合

評
価
群
（
肉
牛
群
）
に
鋤
﨑
徹
さ
ん
（
母

良
木
）
の
「
大
輝
号
」
が
、
第
９
区
去
勢

肥
育
牛
に
中
山
正
美
さ
ん
（
犬
鹿
倉
）
の

「
金
吉
実
号
」
の
２
頭
が
県
予
選
を
勝
ち

抜
き
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
、

鋤
﨑
さ
ん
の
「
大
輝
号
」
は
Ａ
等
級
５
‐

Ｂ
Ｍ
Ｓ
No. 

11
、中
山
さ
ん
の
「
金
吉
実
号
」

は
Ａ
等
級
５
‐
Ｂ
Ｍ
Ｓ
No. 

12
の
成
績
を

収
め
本
県
の
団
体
賞
受
賞
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
黒
牛
と
し
て
、
本
県
か
ら
は
、

種
牛
に
22
頭
、
肉
牛
と
し
て
８
頭
が
代
表

牛
と
し
て
出
品
。
９
部
門
の
う
ち
４
部
門

で
１
位
を
受
賞
し
、
出
品
し
た
全
て
の
牛

が
上
位
６
位
に
入
賞
し
、
栄
え
あ
る
団
体

賞
（
総
合
優
勝
）
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

10
年
前
に
団
体
賞
が
設
け
ら
れ
て
以
来

の
悲
願
達
成
と
な
っ
た
今
大
会
。
５
年
後

の
２
０
２
２
年
に
鹿
児
島
県
霧
島
市
で
開

催
さ
れ
る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
成
功
へ
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

↑中山さんの「金吉実号」 ↑鋤﨑さんの「大輝号」

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
を
応
援

さ
つ
ま
島
美
人
×
長
島
大
陸
ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ッ
チ

　

９
月
９
日
、県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場（
鹿

児
島
市
）
で
「
２
０
１
７
明
治
安
田
生
命

Ｊ
３
リ
ー
グ
第
22
節
『
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ 

対 

栃
木
Ｓ
Ｃ
』
戦
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
合
は
、
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
Ｆ
Ｃ
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ト
ッ
プ
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
締
結
し
て
い
る
長
島
研
醸
有

限
会
社
と
長
島
大
陸
の
特
別
協
賛
で
行
わ

れ
、
長
島
町
民
は
入
場
料
無
料
で
試
合
を

観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、「
さ
つ
ま
島
美
人
」

の
ふ
る
ま
い
酒
や
、
長
島
大
陸
市
場
の

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
ブ
リ
う
ま
食
堂
」
の
ブ

リ
カ
ツ
バ
ー
ガ
ー
、
町
商
工
会
青
年
部
の

「
長
島
ど
～
ん
鰤
」
の
販
売
の
ほ
か
、
10

月
14
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
17
回
な
が
し

ま
造
形
美
術
展
や
、
長
島
大
陸
食
べ
る
通

信
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
に

長
島
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
の
長

元
信
男
組
合
長
の
始
球
式
で
キ
ッ
ク
オ

フ
。
長
島
町
民
入
場
無
料
の
効
果
も
あ

り
、
同
チ
ー
ム
の
前
節
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の

観
客
動
員
数
を
約
１
２
０
０
人
も
上
回
る

３
８
１
８
人
を
記
録
し
、
多
く
の
観
客
が

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
ま

し
た
。

↑会場内で行われた「島美人」のふるまい酒
　（（Ｃ）KAGOSHIMA UNITED FC）

↑キッチンカー「ブリうま食堂」も出店

↑薄井漁港で撮影をする舩橋監督

長島大陸映画の制作説明会を開催
　現在、町では映画を通して長島町を広く知っても
らうために、長島町を舞台にした映画の制作を進め
ています。
　映画監督は、舩橋敦さんが担当します。舩橋監督
は、日立市で撮影された「桜並木の満開の下に（オ
フィス北野・臼田あさ美主演）」などを制作。ベル
リン映画祭で革新的な作品を紹介するフォーラム部
門に、５作品連続で出品されるなど海外での評価が
高い監督です。
　今回、舩橋監督を迎え次のとおり、映画の制作説
明会を開催します。どなたでも参加できますので、
ご来場ください。
○日時
　10 月 23 日（月）　午後７時～

熊本県立大学の学生らが長島町で合宿

川商ハウスと連携協力協定を締結

↑締結後、握手を交わす川添町長と西田代表取締役社長

↑山上さんの果樹園を見学する学生ら

　町内の空き家・空き地の利活用を図るため、９月
26 日、町と株式会社川商ハウス（鹿児島市・西田
隆昭代表取締役社長）が連携協力協定を締結しまし
た。
　川商ハウスは県内で多くの不動産管理や取引の実
績があることから、今後は同社の専門的な知識や経
験を生かした協力を得ながら、空き家などの利活用
に取り組むこととなります。
　同社は、今後町内に支店を開設し、具体的なサー
ビス提供を行うための体制を整え、空き家活用プロ
ジェクトの立ち上げや、学校跡地などの公共施設の
利活用について、町と連携しながら取り組んでいき
ます。

　９月 25 日、熊本県立大学総合管理学部の学生ら
17 人が、長島町を訪れ１泊２日の合宿を行いまし
た。
　来町したこの日学生らは、山上博樹さん（三船）
にデコポンの栽培や販売について、これまでの経験
を踏まえた実践的な講義を真剣に聞き、講義後は活
発な意見交換を行いました。その後、地元高校生を
交え、地方創生について考えるワークショップなど
も行いました。夜は、山上さんをはじめ地域の生産
者の人たちと意見交換・交流会を実施。学内では得
られない貴重な体験をしていました。
　地域おこし協力隊は、今後も各地の大学と連携を
進め、地方創生を考えるさまざまなプログラムを実
施していきます。

○場所
　長島町開発総合センター
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生　☎（86）1111[ 代表 ]
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１
日

５
日

６
日

７
日

８
日

10
日

11
日

12
日

13
日
～
26
日

15
日

18
日

19
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日
～
28
日

28
日

29
日

国
保
制
度
改
革
に
係
る
市
町
村
長
説
明
会

（
鹿
児
島
市
）

「
ゆ
め
・
と
き
め
き
鹿
児
島
」
ね
ん
り
ん
大
会

（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

㈱
デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
調
印
式　
　
（
役
場
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

内
外
情
勢
調
査
会
9
月
全
国
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

中
学
校
運
動
会
訪
問　
　
　
（
町
内
中
学
校
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

敬
老
会
訪
問　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
内
）

長
島
町
議
会
9
月
定
例
会

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
小
中
学
校
運
動
会　
　
　
（
獅
子
島
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
内
）

佐
賀
県
町
村
会
長
等
懇
談
会　
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
川
内
運
動
場
）

杉
ノ
段
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
杉
ノ
段
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
丸
内
集
落
地
域
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

㈱
川
商
ハ
ウ
ス
連
携
協
定
協
議　
　
（
役
場
）

４
府
県
町
村
会
情
報
化
事
業
会
長
・
事
務
局

長
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奄
美
市
）

第
11
回
全
共
「
鹿
児
島
黒
牛
日
本
一
」
祝
勝
会

（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

９月

　小さな鉢からひろがる大きな
世界。海外でも人気の盆栽。
　その和の心を、わかりやすく
紹介します。

　月あかりでしか読めない本や、２人で
一緒に読む本。めずらしい本が揃ってる
本にまつわる本の専門店、あるかしら書
店。あなたの読みたい本は、あるかしら？

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ　

著

「
あ
る
か
し
ら
書
店
」

作
　
大
野 

八
生

「
盆
栽
え
ほ
ん
」

震
度
５
の
奈
落
を
見
た
り
灼
け
瓦　
　
　
　

淵
脇　
　

護

花
柄
の
浴
衣
の
眠
る
古
箪
笥　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

海
の
も
の
ば
か
り
帰
省
の
は
ら
か
ら
に　
　

二
階
堂
妙
子

見
送
り
を
子
に
厭
は
れ
て
遠
花
火　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

星
涼
し
宿
題
済
ま
ぬ
子
の
欠
伸　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

夕
焼
け
て
海
原
染
め
し
終
戦
日　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

鎮
守
森
挨
拶
交
わ
す
夏
祭　
　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

刈
ら
れ
て
も
咲
き
継
ぐ
カ
ン
ナ
血
の
色
に　

大
堂　

早
苗

着
せ
た
き
は
白
寿
の
母
に
藍
浴
衣　
　
　
　

大
堂　

正
弘

初
浴
衣
後
ろ
姿
が
妻
に
似
て　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

刹
那
こ
そ
我
が
生
き
方
ぞ
大
花
火　
　
　
　

山
田　

哲
夫

夏
祭
り
子
供
み
こ
し
に
夢
か
つ
ぐ　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

苔
玉
の
水
し
た
た
ら
す
朝
曇
り　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

鹿
の
子
ゆ
り
な
だ
る
る
甑
海
の
紺　
　
　
　

筑
前　

初
市

［
短
歌
］

イ
モ
食
べ
て
麦
弁
も
っ
て
学
校
へ
友
は
元
気
か
バ
ナ
ナ
三

ツ
喰
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

あ
れ
ほ
ど
の
声
も
久
し
き
蝉
の
喧け

ん

今
は
静
か
に
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
の
鳴
く

　

小
林　

如
月

深
更
の
秋
雨
前
線
し
め
や
か
に
降
り
出
し
た
り
ぬ
大
雨
に

注
意
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

ま
ち
わ
び
た
運
動
会
に
わ
が
年
を
忘
れ
て
孫
と
は
し
や
ぎ

て
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

寅
さ
ん
と
見
送
る
妹い

も

の
像
が
た
つ
柴
又
駅
は
映
画
の
ま
ま
に

　

母
木　

良
平

自
分
さ
え
良
い
と
思
え
ば
だ
め
な
の
よ
良
い
事
無
き
や
我

に
来
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

デ
イ
ケ
ア
の
夜
祭
に
浴
衣
揃
ひ
着
て
踊
る
お
は
ら
節
夜
風

も
踊
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

泡
だ
て
る
ビ
ー
ル
一
杯
に
酔
ふ
孫
と
半
年
ぶ
り
の
夕
餉
は

楽
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

台
風
に
散
り
敷
く
葉
蔭
の
彼
岸
花
蕾
を
手
折
り
墓
前
に
供
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

百
余
歳
に
日
に
ち
思
ふ
は
仏
縁
に
遇
ふ
喜
び
と
必
然
の
死
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

墓
じ
ま
ひ
さ
れ
し
跡
地
に
コ
ス
モ
ス
の
花
び
ら
淡
く
夢
の

ご
と
揺
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

飢
饉
に
て
食
せ
る
と
聞
く
暖
竹
に
す
が
り
つ
つ
下お

り
沙

い
さ
ご

を

歩
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

ま
た
ひ
と
つ
空
き
家
と
な
り
て
秋コ

ス
モ
ス桜
の
手
入
れ
届
か
ぬ
庭

に
咲
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

起
き
抜
け
に
朝
の
虹
見
て
瞬
き
の
間

あ
は
ひ
に
雨
降
り
消
ゆ
る
切

な
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

朝
夕
を
わ
が
通
る
道
穏
や
か
に
山さ

ざ
ん
か

茶
花
の
種
前
に
落
ち
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

長島町地域包括支援センターだより
『ＲＵＮ伴＋ in 長島』を応援！

　皆さん、「Ｒ
ラ ン

ＵＮ伴
とも

」というイベントをご存知で
すか？
　「ＲＵＮ伴」とは、今まで認知症の人と接点がな
かった地域住民と、認知症の人や家族、医療福祉関
係者が一緒にタスキをつなぎ、日本全国を縦断する
イベントです。

　認知症を支えるカラーのオレンジ色を身にまとい、
当事者のかたや家族、支援者、一般の人がみんなで
認知症について考える機会となり、安心して生活で
きるような地域づくりにつながるイベントです。
　このＲＵＮ伴が、次の日程で、長島町を通過しま
す。当日は会場にて、ぜひご声援をお願いします。
○日時
　11 月 19 日（日）　10 時ごろ
○場所
　黒之瀬戸だんだん市場周辺
◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

長島フェスタを開催

［農産物等品評会］
○開催日　12 月２日（土）
○会場　Ｂ＆Ｇ体育館
○出品物の規格など
　①出品物は適当な容器に入れ、当日の午前８時ま
でに指定する場所へ出荷してください。長島フェス
タのスタッフが回収します。（本人持ち込みの場合
は、同日午前９時までにＢ＆Ｇ体育館へ搬入してく
ださい）
　②出品物には、集落名・世帯主氏名・生産者氏名
を記入した荷札を付けてください。
　③出品物は多数出品できますが、同一世帯での同
一品目は、１人のみとします。
　④出品物は、長島フェスタ来場者へ販売します。
返品を希望する場合は、事前にお申出ください。

［長島フェスタ］
○開催日　12 月３日（日）
○会場　長島町文化ホール及び
　　　　Ｂ＆Ｇ体育館
○内容（予定）
　・各種団体による出店　・食事コーナー（うどん）
　・木の家の棟上げと餅投げ　・各種抽選会
　・ぼかし肥料づくり講習　・農地相談コーナー
　・健康づくり講演会　・健康相談コーナー
　・福祉機器展示コーナー

◎問い合わせ先
　長島フェスタ実行委員会（役場農林課内）
　☎（88）5670［直通］

　平成 29 年度長島フェスタ（産業・福祉・健康まつり）を開催します。
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「ハロウィンジャンボ宝くじ」などを発売

　「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロ
ウィンジャンボミニ宝くじ」が 10 月 11
日から全国で発売されます。
　この宝くじは市町村振興を目的としてお
り、収益金は市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。
○発売期間
　10 月 11 日（水）～ 10 月 31 日（火）
○主な当選金
・「ハロウィンジャンボ宝くじ」
　（※発売総額 300 億円、10 ユニットの場合）
　１　等　3 億円× 10 本
　前後賞　1 億円× 20 本
・「ハロウィンジャンボミニ宝くじ」
　（※発売総額 120 億円、４ユニットの場合）
　１　等　3000 万円× 40 本
　前後賞　1000 万円× 80 本

平
成
30
年
成
人
式
の
案
内

　

町
で
は
新
成
人
で
、
現
に
長
島

町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
人
お

よ
び
町
外
居
住
者
で
あ
っ
て
も
、

町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
家
族

が
現
に
長
島
町
に
居
住
し
て
い
る

人
を
対
象
と
し
た
平
成
30
年
長
島

町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

○
期
日

　

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
会
費

　

１
０
０
０
円

　

※
町
か
ら
記
念
写
真
、
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状

　

11
月
上
旬
発
送

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

稲
わ
ら
公
表
参
考
価
格
が
決
定

　

平
成
29
年
度
稲
わ
ら
公
表
参
考

価
格
に
つ
い
て
、
出
水
地
域
国
産

稲
ワ
ラ
耕
畜
連
携
会
議
で
協
議
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
稲
わ
ら
価
格
（
10
㌃
当
た
り
）

・
掛
け
干
し　
　

９
，
７
０
０
円

・
コ
ン
バ
イ
ン　

４
，
８
０
０
円

○
規
格
お
よ
び
条
件

・
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
長
期
保
存

に
耐
え
ら
れ
る
物

・
稲
わ
ら
は
、
運
搬
可
能
な
場
所

に
集
積
し
て
あ
る
こ
と

・
天
気
が
崩
れ
る
時
は
、
双
方
連

絡
し
て
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
対

策
す
る
こ
と

○
稲
わ
ら
と
堆
肥
を
交
換
す
る
場

合
の
堆
肥
量
（
10
㌃
当
た
り
）

　

２
㌧
車
一
台
分
（
完
熟
堆
肥
と

す
る
）

※
上
記
条
件
に
適
合
し
な
い
場
合

は
、
両
者
で
協
議
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援

事
業
者
を
募
集

　

町
で
は
、
特
産
品
直
売
施
設
に

農
産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
や
農
家

の
生
産
意
欲
の
向
上
な
ど
を
目
的

所
を
開
設
し
ま
す
。

○
相
談
内
容

　

境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
、
筆
界

特
定
に
関
す
る
相
談

○
日
時

　

11
月
23
日
（
木
・
祝
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
会
場

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

○
相
談
担
当

　

法
務
局
職
員
お
よ
び
土
地
家
屋

調
査
士

○
そ
の
他

　

相
談
希
望
の
か
た
は
、
11
月
22

日
（
水
）
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
９
５

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

　

阿
久
根
市
・
長
島
町
の
源
泉
徴

収
義
務
者
を
対
象
と
し
た
「
平
成

29
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説

明
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

年
末
調
整
の
際
に
使
用
す
る

「
平
成
29
年
分
年
末
調
整
の
し
か

た
」
や
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」

な
ど
各
種
用
紙
に
つ
い
て
は
、
10

月
23
日
以
降
順
次
発
送
し
ま
す
。

　

説
明
会
出
席
の
際
に
は
、
送
付

さ
れ
た
各
種
用
紙
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

11
月
22
日
（
水
）
の
出
水
市
音
楽

ホ
ー
ル
で
も
出
席
い
た
だ
け
ま

す
。

○
日
時

　

11
月
21
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
会
場

　

阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地

の
取
引
に
は
届
出
を

　

国
土
交
通
省
で
は
、
10
月
を

「
土
地
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

1
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地
取
引

に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

き
、
契
約
の
日
か
ら
2
週
間
以
内

に
届
出
が
必
要
で
す
。
土
地
対
策

の
重
要
性
を
理
解
し
、
適
切
な
土

地
取
引
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
域
政
策
課

に
１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
野
菜
作
り
に
挑
戦

し
て
み
た
い
か
た
、
農
産
物
の
出

荷
期
間
拡
大
を
目
指
し
た
い
か
た

な
ど
を
対
象
に
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

○
事
業
対
象
品
目

　

町
内
の
直
売
施
設
出
荷
用
の

「
野
菜
」

○
採
択
基
準

　

①
１
戸
の
世
帯
で
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

　

②
受
益
面
積
が
１
ア
ー
ル

（
１
０
０
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③
ハ
ウ
ス
設
置
予
定
地
が
農
地

で
あ
る
こ
と
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

○
補
助
額

　

事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
１

／
２
以
内
（
上
限
１
５
０
千
円
）

○
募
集
人
員
＝
10
人

○
そ
の
他

　

事
業
導
入
後
３
年
間
に
限
り
事

業
実
績
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

◎
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
を

実
施

　

県
お
よ
び
公
益
社
団
法
人
鹿
児

島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
宅
地
建
物
に
か

か
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
６
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
会
場

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
１
階
会
議
室

○
相
談
内
容

　

・
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す

る
こ
と

　

・
税
金
に
関
す
る
こ
と

　

・
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

　

・
登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

○
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相

談
所
を
開
設

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、
平

日
に
法
務
局
の
相
談
窓
口
な
ど
を

利
用
で
き
な
い
か
た
の
利
便
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
で
す

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
な
ど
の
根
絶
を
図
る
た
め
、

毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強

化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で

す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄

の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
振
興

局
ま
た
は
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

　

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７
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↑川添町長からお祝い状を受け取る千葉さん

↑迫田現場代理人へ感謝状
を手渡す大野校長

千葉里志さん 100 歳のお祝い

康の秘訣は好き嫌いなく食べること健
　千葉里志さん（山門野上）が９月１日で 100
歳を迎え、９月 12 日、川添町長が自宅を訪れ、
お祝い状と記念品を贈りました。
　大正６年生まれの千葉さんは、今でも自炊をし、
新聞を読むなど元気に生活しています。趣味は毎
晩の晩酌と家庭菜園で、ピーマンやナスの成長が
楽しみとのことです。健康の秘訣は「好き嫌いな
く食べ、魚や野菜など生ものも食べること」と話
していました。
　千葉さんが 100 歳を迎えたことで、本町在住
の 100 歳以上の人は 10 人となりました。

鷹巣小学校から前田組へ感謝状

採した木からベンチを寄贈伐
　９月１日、鷹巣小学校（大野憲久校長・222 人）
で同校から株式会社前田組（阿久根市）へ感謝状
が贈呈されました。
　同社は現在、県道瀬戸葛輪線の道路新設工事に
携わっています。公共工事を通じて地域へ何か協
力できることがないか声をかけたところ、鷹巣小
学校が支障木の伐採を依頼。ユーカリの木と２本
のシュロの木を伐採し、伐採した木材でベンチを
作り同校に寄贈しました。
　感謝状を受けた同社の迫田徳人現場代理人は

「子どもたちの学校生活での環境整備に、このよ
うな形で協力できてよかった」と話していました。

↑腹話術人形の話を聞く参加者たち

阿久根警察署職員が社会福祉協議会を訪問

話術で交通安全や防犯を呼びかけ腹
　９月 15 日、阿久根警察署から２人の職員が長
島町社会福祉協議会を訪問。デイサービスを利用
している高齢者や、子育てひろばに遊びに来てい
た親子らに、防犯や交通安全の指導を行いました。
　この日は、同署の職員が腹話術人形「あんちゃ
ん」と一緒に登場し、うそ電話詐欺の話や、チャ
イルドシートやシートベルトで命が守れる話を披
露しました。「あんちゃん」の話す姿に子どもた
ちはびっくりしながらも、利用者らと一緒に楽し
みながら話しを聞いていました。

↑川畑指導主事の講演を真剣に聞き入る生徒たち

↑運転同様慎重にねらいます

↑Ａランク３連覇を果たした矢堂チーム

第 12回自治公民館対抗バレーボール大会

堂チームが３連覇矢
　第 12 回長島町自治公民館対抗バレーボール大
会が９月 25 日から９月 29 日にかけて開催され
ました。
　今大会には、Ａランクに９チーム、Ｂランクに
19 チームの計 28 チームが出場し、公民館の代表
選手から構成された各チームが白熱した試合を繰
り広げました。Ａランクでは、矢堂が貫禄の３連
覇を果たし、Ｂランクでは接戦を制した藤之元が
初優勝を飾りました。大会結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］矢堂［準優勝］赤崎
　　　　  ［３位］菅牟田、薄井Ａ
Ｂランク［優勝］藤之元［準優勝］田尻Ａ
　　　　  ［３位］幣串、中南

交通安全グラウンド・ゴルフ大会

通安全の意識向上を図る交
　町、阿久根警察署、阿久根交通安全協会共催に
よる長島町交通・地域安全グラウンドゴルフ大会
が、9 月 23 日、城川内運動場で開催されました。
　これは、秋の全国交通安全運動を機に行うもの
で、グランドゴルフを通じて交通安全に対する意
識を高めるために毎年開催しています。今年も 
32 チーム 160 人が出場し、プレーを楽しみなが
ら、参加者への交通安全への意識を高めるよう呼
びかけました。

川床中学校で人権教育

団の中で生きるということを考える集
　９月 15 日、川床中学校（脇田武志校長・46 人）
では鹿児島県教育庁人権同和教育課の川畑真英指
導主事を講師に招き「集団の中で生きるというこ
と」というテーマで、人権について講演が行われ
ました。
　川畑指導主事は「今の生きかた（考えかた）が、
自分の為になるのか真剣に考えてほしい。自分づく
りは『今』の積み重ねです。友達の表情や言葉に思
いをめぐらし、自分を見つめ、自分の周りにある思
いや出来事などに向き合っていきましょう」など、
自身の貴重な体験を基に講演。この熱心な話しに生
徒たちも最後まで真剣に聞いていました。

伐採したユーカリの木で
製作・設置されたベンチ→
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10,652(-10)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,157( - 3 )
5,495( - 7 )

  4,489(+2)

　

長
島
町
母
良
木
の
川
沿
い
に
３
種
類

約
50
本
の
芙
蓉
が
満
開
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
芙
蓉
は
、
島
崎
親
雄
さ
ん
（
母

良
木
）
が
約
10
年
前
に
集
落
内
に
あ
っ

た
１
本
の
芙
蓉
を
挿
し
木
で
増
や
し
、

川
沿
い
の
泥
止
め
の
た
め
に
植
栽
を
始

め
た
も
の
で
す
。

　

芙
蓉
は
、
７
～
８
年
前
か
ら
咲
き
始

め
、
集
落
内
外
の
住
民
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、「
酔す

い
ふ
よ
う

芙
蓉
」

と
い
う
珍
し
い
種
類
も
あ
り
、
人
が
お

酒
を
飲
ん
で
顔
が
赤
く
な
る
よ
う
に
一

日
の
う
ち
に
白
色
か
ら
赤
色
に
変
化
し

て
い
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
尾
保
育
園
裏
手
に
あ
る
川

沿
い
の
直
線
約
１
５
０
㍍
に
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
島
崎
さ
ん
は
、
直
線
の

残
り
約
50
㍍
に
も
植
栽
を
続
け
て
い
き

た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
も
１
カ
月
近
く
開
花
が
遅

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
10
月
末
ま
で
は

見
頃
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
10
月
８
日
、
汐
見
小
学
校
の
運

動
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
数
年
前
に
卒
業
し
た
母
校

の
最
後
の
運
動
会
。
当
時
の
児
童

数
は
50
人
程
度
で
し
た
が
、
現
在

は
10
人
と
、
と
て
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち

は
練
習
の
成
果
を
元
気
に
披
露

し
、
参
加
す
る
地
域
の
人
た
ち
か

ら
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
温
か

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
校
と
い
う
時
が
せ
ま
っ
て
い

る
事
を
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
い

不
思
議
な
感
覚
が
、
徐
々
に
寂
し

さ
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

運
動
会
最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
前

を
見
据
え
た
あ
い
さ
つ
に
心
動
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
船
出
を
迎
え
る
汐
見
小

学
校
を
表
現
し
た
作
品
も
、
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
に
出
展
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
戸
数
わ
ず
か
５
戸
の
保
護
者
た

ち
が
Ｏ
Ｂ
の
協
力
も
得
て
制
作
し

た
力
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
力
作
揃
い
の
な
が
し
ま

造
形
美
術
展
は
、
11
月
12
日
ま

で
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
濵
田
将
尚
）

平成 29年９月 30 日現在
(　) 内は前月比

田
ん
ぼ
の
中
の
芙ふ
よ
う蓉

が
満
開
！

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

↑川沿いを彩る芙蓉↑徐々に色を変えていく酔芙蓉
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戦
没
者
の
慰
霊
を
弔
う

　

明
治
維
新
以
降
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
か
た
が
た
を
慰
め
る
杉
ノ
段
招
魂
祭
が

９
月
24
日
、
杉
ノ
段
招
魂
墓
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

遺
族
の
ほ
か
団
体
関
係
者
、
消
防
団
員

ら
が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に
神
事
が
執

り
行
わ
れ
、
戦
没
者
に
対
し
参
加
者
一
同

で
感
謝
の
意
を
捧
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

招
魂
墓
地
下
の
広
場
で
は
、
小
学
生
対

抗
の
相
撲
と
弓
道
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

弓
道
に
参
加
し
た
選
手
ら
は
、
静
か
に

集
中
力
を
高
め
、
28
メ
ー
ト
ル
先
の
的
を

目
掛
け
、
矢
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

　

相
撲
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
土
俵
で
元

気
い
っ
ぱ
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
は
っ
け
よ
い
」
の
掛
け
声
で
立
ち
会
い
、

小
さ
い
子
が
大
き
い
子
を
投
げ
倒
す
な

ど
、
接
戦
を
繰
り
広
げ
る
た
び
に
、
観
客

か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

試
合
は
、
接
戦
の
末
、
城
川
内
小
学
校
Ａ

チ
ー
ム
が
見
事
に
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

文化の日

○平尾診療所 88-2595
○楠元内科医院 62-8600
○高尾野診療所 82-0017
○山田クリニック 72-0420
○スマイル薬局 84-2430
□ポポロ薬局 63-4630
□高尾野会営薬局 64-2110
□よつば薬局 79-4331

□第 12回長島町総合文化
祭（５日まで・長島町文化
ホール）

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○北国医院 72-0016
○橋口歯科医院 63-2330
□しおかぜ薬局 88-6011
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□上野薬局 72-1016
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診、胃がん検診
（保健福祉センター）

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○来仙医院 84-2005
○阿久根眼科 72-0040
○北園歯科医院 64-2151
□長島調剤薬局 64-5555
□スマイル薬局 84-2430
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（2カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

□第 62 回長島一周駅伝
競走大会（長島町役場前
スタート）

○長島クリニック88-6405
○三慶医院 63-2333
○クリニック .なかむら 62-0241
○林胃腸科外科 73-3639
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□しおかぜ薬局 88-6011
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ふれあい薬局 63-3070
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

勤労感謝の日

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○平田整形外科クリニック 62-8801
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○徳森歯科医院 67-3608

□第４回長島つわぶき
ウォーキング（長島町役
場前駐車場）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

	

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○飯尾医院 88-5040
○野田診療所 84-2023
○おかだクリニック 63-7011
○有村産婦人科・内科 73-4180
○上野歯科医院 63-2306
□野田調剤薬局 84-2856
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

□第 10回長島おさかな祭り
（薄井漁港）

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。

● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう」
ことを趣旨としています。


